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(57)【要約】
【課題】挿入部に挿通させた各種の挿通部材において、
少なくともライトガイドが湾曲部の内部で断線しないよ
うに保護する。
【解決手段】内視鏡の挿入部２において、処置具挿通チ
ャンネル２４と脆弱な挿通部材であるライトガイド２０
，２０と、ケーブル２１とを低摩擦性で滑りの良い薄肉
の可撓性スリーブ２６を用いて一本化して、集合挿通部
材２７を構成し、少なくとも湾曲部２ｂ内ではほぼ中央
の位置に固定的に保持されている。湾曲部２ｂ内には枢
支ピン３１が突出しており、送水チューブ２２，送気チ
ューブ２３及び噴射液供給チューブ２５が挿通されてい
るが、これらは可撓性スリーブ２６の外側で、内向きに
突出している相隣接する枢支ピン３１，３１間の部位に
配置している。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
本体操作部と、この本体操作部に連結され、本体操作部への連結側から軟性部，湾曲部及
び先端硬質部からなる挿入部とから構成され、前記挿入部内には各種の挿通部材を挿通さ
せた内視鏡において、
　前記挿通部材のうち、処置具挿通チャンネルと、少なくとも光学繊維束からなるライト
ガイドとを一本化手段によって１本の集合挿通部材として構成し、
　前記集合挿通部材は、前記湾曲部内ではその中央部を含む位置に配置する
構成としたことを特徴とする内視鏡。
【請求項２】
前記集合挿通部材には、前記先端硬質部に設けた固体撮像素子に接続した複数の配線を束
ねたケーブルも前記処置具挿通チャンネル及びライトガイドと共に集合挿通部材を形成す
るようにしたことを特徴とする請求項１記載の内視鏡。
【請求項３】
前記湾曲部内には、前記処置具挿通チャンネル，ライトガイド及びケーブル束に加えて、
少なくとも前記湾曲部を遠隔操作で湾曲させる４本の操作ワイヤと送気管路及び送水管路
とが設けられ、これら他の挿通部材は前記湾曲部の内部では、前記集合挿通部材の周囲に
分散配置する構成としたことを特徴とする請求項１または請求項２記載の内視鏡。
【請求項４】
前記集合挿通部材は、少なくとも外周面が摩擦係数の小さい滑り面となったチューブ材か
ら構成したことを特徴とする請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の内視鏡。
【請求項５】
前記チューブ材はシリコンチューブ，薄肉ゴムチューブ，ＰＴＦＥチューブ，ＰＥＥＫチ
ューブまたは熱収縮チューブのいずれかで構成したことを特徴とする請求項４記載の内視
鏡。
【請求項６】
前記チューブ材は各々の挿通部材毎に挿通される複数の通路を有するものであることを特
徴とする請求項１乃至請求項４記載の内視鏡。
【請求項７】
前記集合挿通部材は、前記湾曲部内から前記軟性部の途中位置まで延在させるようになし
、少なくとも前記本体操作部内ではそれぞれ独立したものとする構成としたことを特徴と
する請求項１乃至請求項６のいずれかに記載の内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、医療用等として用いられる内視鏡に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は本体操作部に挿入部を連結して設け、また本体操作部からユニバーサルコード
を引き出す構成としている。挿入部は、通常、本体操作部への連結側から大半の長さ分は
挿入経路に沿って任意の方向に曲がる軟性部となり、この軟性部には湾曲部が連結されて
おり、湾曲部の先端に先端硬質部が連結されている。先端硬質部には照明窓，観察窓，処
置具導出口及び観察窓洗浄用ノズル等が設けられており、湾曲部はこの先端硬質部を所望
の方向に向けるように遠隔操作されるものである。湾曲部は上下及び左右の４方向に湾曲
操作できるようになっている。
【０００３】
　挿入部の先端には照明窓及び観察窓が設けられており、これにより内視鏡観察手段が構
成される。照明窓には細径の光学繊維を束ねたライトガイドの出射端が臨み、また観察窓
には対物レンズが装着され、この対物レンズの結像位置に固体撮像素子が設けられている
。この固体撮像素子には所定数の配線が接続されており、配線は束ねてケーブルとしてい
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る。ライトガイド及びケーブルは挿入部から本体操作部を経てユニバーサルコードにまで
引き回される。
【０００４】
　内視鏡には、これらの他にも観察窓を洗浄するための送気管路や送水管路が設けられて
おり、さらに処置具を挿通するための処置具挿通チャンネルも設けられる。さらに、ジェ
ット噴射用の噴射液供給チューブを設けたものもあり、また対物レンズとしてズームレン
ズを用いている場合には、変倍のために、所定のレンズを光軸方向に移動させるようにな
っており、このレンズの移動はフレキシブルシャフトを用いて本体操作部側から行われる
。さらに、前述したように、湾曲部を備えている場合には、湾曲部を上下及び左右に湾曲
させるために、４本の操作ワイヤがそれぞれ９０度の位置関係に配置されており、またこ
れら操作ワイヤを円周方向に位置決めするために、ワイヤ挿通部材が設けられている。
【０００５】
　ここで、挿入部における軟性部は任意の方向に曲がる構成となっており、また湾曲部は
上下及び左右に湾曲操作されるが、特に湾曲部の湾曲角は１８０度前後の角度となるもの
もある。挿入部の内部には前述したような多数の挿通部材が挿通されており、しかもこれ
らの挿通部材の外径寸法はそれぞれ異なっており、また曲げ強度もそれぞれ異なっている
。このために、挿入部が曲げられたときには、内部に設けた各挿通部材が任意の方向に動
くことになり、特に湾曲部が湾曲操作により大きく湾曲したときには、挿通部材が相互に
ずれたり、絡み合ったりする可能性がある。その結果、脆弱な光ファイバが断線する等と
いった不都合が生じることになる。
【０００６】
　以上のことから、挿入部内に挿通されている各種の挿通部材、特にライトガイドが断線
しないように保護する必要がある。このために、ライトガイドを湾曲部の内部において、
みだりに動かないように保持する構成としたものは、従来から知られている。例えば、特
許文献１には、ライトガイドを湾曲部内でそれに近い位置にある挿通部材としての送水チ
ューブに連結する構成としている。また、特許文献２には、軟性部の内部に各種の挿通部
材を所定の位置関係を保たせるための間隔復元部材を設ける構成としている。さらに、特
許文献３には、ライトガイドと処置具挿通チャンネルとの接触部分にそれぞれ薄肉チュー
ブを外装して、湾曲部を湾曲させたときに相対的なずれが生じたときには、両薄肉チュー
ブを変形させるようになし、湾曲部が元の真っ直ぐな状態に戻したときに薄肉チューブも
復元するようになし、もってライトガイドと処置具挿通チャンネルとの間の相対位置ずれ
を蓄積させないように構成している。
【特許文献１】特開平２－２９５５３１号公報
【特許文献２】特開平４－１７０９３０号公報
【特許文献３】特開平９－９４２１７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　ところで、特許文献１の構成にあっては、湾曲部の内部において、ライトガイドは、そ
れに連結されている挿通部材と束ねた状態で任意の方向に位置ずれすることになり、他の
挿通部材が送水チューブのように、軟性の部材であって、しかも湾曲部の内部において中
心位置から外周側に偏寄した位置である場合には、湾曲部の曲げ方向によっては、必ずし
も有効な保護機能を発揮しないことがある。
【０００８】
　特許文献２及び特許文献３においては、挿通部材が湾曲部内において、挿入部の軸線方
向に位置ずれした状態が蓄積されるのを防止するようにしているので、脆弱な挿通部材に
対する圧迫の度合いは小さくなるが、湾曲部の内部において、任意の方向に動けるように
なっていることから、脆弱なライトガイド等の挿通部材の湾曲部内の位置や、それに近接
している他の挿通部材の如何によっては、なお圧迫による断線を確実には防止できるよう
にはなっていない。
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【０００９】
　本発明は以上の点に鑑みてなされたものであって、その目的とするところは、湾曲部の
内部において、少なくともライトガイドが断線することがないように有効に保護できるよ
うにすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前述した目的を達成するために、本発明は、本体操作部と、この本体操作部に連結され
、本体操作部への連結側から軟性部，湾曲部及び先端硬質部からなる挿入部とから構成さ
れ、前記挿入部内には各種の挿通部材を挿通させた内視鏡であって、前記挿通部材のうち
、処置具挿通チャンネルと、少なくとも光学繊維束からなるライトガイドとを一本化手段
によって１本の集合挿通部材として構成し、前記集合挿通部材は、前記湾曲部内ではその
中央部を含む位置に配置する構成としたことをその特徴とするものである。
【００１１】
　要するに、脆弱な部材であるライトガイドを湾曲部内に挿通されている最も太径で、最
も剛性の高い部材である処置具挿通チャンネルと一体化するようになし、しかも湾曲部の
内部で概略中央に配置する。これによって、湾曲部を最大角度湾曲させても、挿通部材間
の相対的な動きを小さくすることができ、しかも脆弱な部材であるライトガイドが高い強
度を有する処置具挿通チャンネルと一体物として構成されるので、その保護が図られる。
また、先端硬質部に設けた固体撮像素子に接続した複数の配線を束ねたケーブルも処置具
挿通チャンネル及びライトガイドと共に集合挿通部材を形成するように構成すると、ライ
トガイドと同様に、配線の断線防止も図られる。
【００１２】
　前述以外の挿通部材等はこの集合挿通部材の周囲に配置することによって、集合挿通部
材の湾曲部内でのセンタリングをより確実なものとすることができる。他の挿通部材とし
ては、湾曲部を遠隔操作で湾曲させる４本の操作ワイヤとこれら各操作ワイヤの挿通部材
や、送気管路，送水管路を構成する送気チューブ，送水チューブがあり、また必要に応じ
てジェット噴射用の噴射液供給チューブがある。さらに、観察窓に設けられる対物レンズ
の焦点調整や変倍を行わせるフォーカスレンズやズームレンズが設けられている場合には
、それらのレンズを光軸方向に駆動するためのフレキシブルシャフトやバルーン送気管路
を設けたものもあり、これらの各部材は集合挿通部材の周囲に分散させて配置する。
【００１３】
　集合挿通部材は外周面が摩擦係数の小さい滑り面となったチューブ、例えばシリコンチ
ューブや伸縮性のあるゴムチューブを用いることができ、またＰＴＦＥ（Poly Tetra Flu
oro Ethylene：フッ素樹脂）チューブやＰＥＥＫ（Poly Ether Ether Ketone）チューブ
、さらには熱収縮チューブを用いることもできる。熱収縮チューブに挿通させると、集合
挿通部材が細径化し、かつ処置具挿通チャンネルへの密着・固定性が良好となる。また、
複数の通路を有するチューブ、例えばマルチルーメンチューブを用いることもできる。さ
らに、粘着性のあるテープを巻き付けるようにして複数の挿通部材を一本化することもで
きる。そして、湾曲部内では集合挿通部材とするが、少なくとも本体操作部内ではそれぞ
れの部材に分離しなければならない。分離は湾曲部から軟性部に移行した直後の位置で行
っても良く、また軟性部から本体操作部に移行する際に分離する構成としても良い。
【発明の効果】
【００１４】
　挿入部における湾曲部を繰り返し頻繁に湾曲させても、また１８０度以上というように
大きく湾曲させても、脆弱な挿通部材として、少なくともライトガイドが他の挿通部材に
より圧迫されて断線するのを確実に防止できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１５】
　以下、図面に基づいて本発明の実施の形態について説明する。まず、図１に内視鏡の全
体構成を示す。同図において、１は本体操作部、２は挿入部、３はユニバーサルコードで
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ある。挿入部２は、本体操作部１への連結部から所定の長さ分が挿入経路に沿って任意の
方向に曲がるように軟性構造となった軟性部２ａで、この軟性部２ａの先端には湾曲部２
ｂが、また湾曲部２ｂの先端には先端硬質部２ｃがそれぞれ連結されている。湾曲部２ｂ
は、本体操作部１に設けた湾曲操作部材４を操作することによって、上下，左右に湾曲さ
せるものである。湾曲部２ｂは狭所である体腔内で湾曲されるものであるから、その全長
は比較的短く、しかも湾曲角は１８０度以上の角度を有するものもある。
【００１６】
　先端硬質部２ｃは、湾曲部２ｂを湾曲させることにより任意の方向に向けることができ
るようになっており、その先端面には、図２に示したように、照明窓１０及び観察窓１１
からなる内視鏡観察手段が設けられている。照明窓１０は観察窓１１を挟んだ位置に２箇
所設けられている。この内視鏡観察手段の他にも、観察窓１１が汚損されたときに洗浄用
流体をその表面に向けて噴射する噴射ノズル１２が設けられ、さらに鉗子その他の処置具
を導出させるための処置具導出口１３が開口している。さらにまた、ジェット噴射口１４
を開口させている。
【００１７】
　図３に湾曲部２ｂの断面を示す。同図において、２０はライトガイドであって、ライト
ガイド２０は極細の光ファイバを束ねたものであり、その先端は照明窓１０に装着した照
明用レンズ（図示せず）に臨んでいる。照明窓１０は２箇所設けられているので、ライト
ガイド２０は２本に束ねられており、これらは挿入部２から本体操作部１を経てユニバー
サルコード３内に挿通されている。また、観察窓１１には、図示は省略するが、対物レン
ズが設けられており、この対物レンズの結像位置には固体撮像素子が設けられている。こ
の固体撮像素子の基板には所定本数の配線が接続されており、この配線は束ねられてケー
ブル２１となし、このケーブル２１は挿入部２から本体操作部１内を経てユニバーサルコ
ード３内に延在されている。
【００１８】
　噴射ノズル１２からは洗浄液及び加圧エアを観察窓１１に向けて噴射するように構成さ
れており、このために送水管路と送気管路とが設けられ、これら送水管路と送気管路とは
先端硬質部２ｃ内で合流させており、先端硬質部２ｃから後部側はそれぞれ送水チューブ
２２，送気チューブ２３となりこれら送水チューブ２２及び送気チューブ２３は、本体操
作部１に設けた送気送水バルブ５に接続されている。そして、送気送水バルブ５からは給
水チューブ及び給気チューブが引き出されており、これらはユニバーサルコード３内に延
在されている。また、処置具導出口１３からは処置具挿通チャンネル２４が延在されてお
り、この処置具挿通チャンネル２４は本体操作部１に設けた処置具導入部６に接続されて
いる。また、ジェット噴射口１４には噴射液供給チューブ２５が接続されており、この噴
射液供給チューブ２５は本体操作部１の後端部に設けた注入口部７に接続されている。
【００１９】
　図４に挿入部２における湾曲部２ｂとその前後の部位の構成を示す。湾曲部２ｂは、湾
曲リング３０を上下，左右の順に枢支ピン３１を用いて相対回動可能に連結することによ
り湾曲部構造体となし、この湾曲部構造体は外層部３２で覆われている。外層部３２は、
通常、内側に設けた網管と外側に位置する弾性部材からなる外皮層とから構成される。湾
曲部２ｂを遠隔操作で上下及び左右に湾曲させるために、４本の操作ワイヤ３３が円周方
向に９０度の位置関係となるように配置されている。これら各操作ワイヤ３３を押し引き
操作を可能とし、押し引き以外の方向への動きを規制するために、各枢支ピン３１にはワ
イヤ挿通部材を構成するワイヤ挿通孔３４が設けられており、操作ワイヤ３３はこれらワ
イヤ挿通孔３４内に挿通されている。
【００２０】
　従って、本実施の形態においては、挿入部２内に設けられる挿通部材としては、２本の
ライトガイド２０，２０，ケーブル２１，送水チューブ２２，送気チューブ２３，処置具
挿通チャンネル２４及び噴射液供給チューブ２５があり、また４本の操作ワイヤ３３も挿
通部材である。そして、ワイヤ挿通孔３４を挿通させた枢支ピン３１は挿通部材ではない
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が、湾曲部２ｂ内において内向きに突出するものである。前述した各挿通部材のうち、処
置具挿通チャンネル２４は、曲げ方向に可撓性を有するものの、最も剛性の高いものであ
り、最も脆弱な挿通部材はライトガイド２０である。さらに、ケーブル２１内の配線は無
理な力が作用すると、断線のおそれがあることから、脆弱部材であり、また所定本数ある
配線のうち１本でも断線すると、固体撮像素子からの映像信号を取り出すことができなく
なる。
【００２１】
　以上のことから、図３から明らかなように、処置具挿通チャンネル２４を中心として、
この処置具挿通チャンネル２４と脆弱な挿通部材であるライトガイド２０，２０と、ケー
ブル２１とを薄肉の可撓性スリーブ２６を用いて外周を被覆することで一本化している。
ここで、可撓性スリーブ２６はシリコンチューブのように、低摩擦性で滑りの良いものと
するか、または弾性を有するゴムチューブで構成することもでき、この場合にはゴムチュ
ーブの表面に滑りの良い部材からなるコーティングを施すようにするのが望ましい。さら
に、可撓性スリーブ２６は熱収縮チューブで形成することもでき、各挿通部材を挿通させ
た後に熱収縮させて外周を覆うことによって、ライトガイド２０及びケーブル２１を高い
剛性を有する処置具挿通チャンネル２４に密着させることができる。従って、最も剛性の
高い処置具挿通チャンネル２４に脆弱な挿通部材であるライトガイド２０とケーブル２１
とが一本化されて、集合挿通部材２７を構成し、処置具挿通チャンネル２４とライトガイ
ド２０及びケーブル２１とが相対移動することはない。
【００２２】
　しかも、図２から明らかなように、処置具導出口１３は先端硬質部２ｃの中央から僅か
に下方に偏寄した位置に配置されており、処置具挿通チャンネル２４はこの先端硬質部２
ｃに接続されて、その後方に向けて延在されているので、高剛性を有する処置具挿通チャ
ンネル２４は、少なくとも湾曲部２ｂ内ではほぼその位置が固定的に保持される。可撓性
スリーブ２６により一本化されたライトガイド２０及びケーブル２１は処置具導出口１３
より上方に位置する照明窓１０及び観察窓１１から延在されたものであり、かつ曲げ方向
に可撓性を有するものであるので、一本化された挿通部材は湾曲部２ｂにおけるほぼ中央
位置を通ることになる。
【００２３】
　そして、可撓性スリーブ２６を用いて一本化された集合挿通部材２７以外の挿通部材で
ある送水チューブ２２，送気チューブ２３及び噴射液供給チューブ２５からなる３本のチ
ューブは、この可撓性スリーブ２６の外側において、内向きに突出している相隣接する枢
支ピン３１，３１間の部位に配置している。これによって、これらのチューブ類２２，２
３，２５は集合挿通部材２７をセンタリングするスペーサとして機能し、かつ枢支ピン３
１，３１間の空間を有効活用しており、挿入部２の内部のコンパクト化が図られる。
【００２４】
　また、可撓性スリーブ２６により一本化されたライトガイド２０，ケーブル２１及び処
置具導出口１３は、可撓性スリーブ２６に挿入されたまま軟性部２ａの内部まで延在され
ており、図５から明らかなように、この軟性部２ａの内部では、操作ワイヤ３３は密着コ
イル３５に挿通されており、この密着コイル３５は非固定状態に保持されているものの、
各部の相対位置関係は湾曲部２ｂ内とほぼ同じになっている。
【００２５】
　以上のように構成することによって、脆弱で、断線の可能性のある挿通部材であるライ
トガイド２０及びケーブル２１を有効に保護することができ、また挿入部２の操作性が向
上する。
【００２６】
　今、図３に示した湾曲部２ｂにおいて、矢印Ｕを上方向（アップ方向），矢印Ｄを下方
向（ダウン方向），矢印Ｌを左方向（レフト方向）、矢印Ｒを右方向（ライト方向）とす
る。湾曲操作部材４を操作したときには、剛性の高い部材である集合挿通部材２７が湾曲
操作に対する抵抗となる。しかしながら、この集合挿通部材２７は湾曲部２ｂのほぼ中央
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部に位置していることから、上下，左右の各方向に湾曲させても、ほぼ同じ程度の抵抗負
荷となり、いずれかの方向に湾曲させたときに、極端に大きな抵抗負荷が発生するような
ことはない。
【００２７】
　しかも、湾曲操作時における動きも最小限に抑制される。従って、ライトガイド２０や
ケーブル２１が他の挿通部材や枢支ピン３１、さらに湾曲リング３０の内面に押し付けら
れるのを極力抑制できる。ここで、円周方向において４箇所設けられている枢支ピン３１
は内向きに突出しており、しかも剛体である。従って、脆弱な挿通部材であるライトガイ
ド２０及びケーブル２１は枢支ピン３１に押し付けられるのを極力抑制しなければならな
い。
【００２８】
　ここで、湾曲部２ｂのアップ方向への湾曲操作時が最も操作角が大きくなり、図１に仮
想線で示したように、１８０度乃至それ以上の大きな角度で湾曲操作され、また操作頻度
も高い。しかしながら、アップ方向に湾曲させると、集合挿通部材２７は下方に変位する
ことになるので、ライトガイド２０及びケーブル２１は枢支ピン３１から離間する方向に
相対移動する。従って、これらライトガイド２０やケーブル２１に圧迫力が作用すること
はない。
【００２９】
　逆に湾曲部２ｂをダウン方向に湾曲させたときには、集合挿通部材２７が上方に移動す
るが、湾曲部２ｂのダウン方向への湾曲操作は、アップ方向のように角度が大きくするわ
けではなく、また頻度も少ないことから枢支ピン３１に押し付けられるおそれはない。さ
らに、レフト方向及びライト方向への湾曲時も同様、ライトガイド２０及びケーブル２１
を圧迫するほど湾曲させることはない。さらに、他の挿通部材である送水チューブ２２，
送気チューブ２３及び噴射液供給チューブ２５は処置具挿通チャンネル２４を挟んでライ
トガイド２０やケーブル２１とは反対側に位置しているので、これらによって圧迫を受け
ることもない。しかも、可撓性スリーブ２６によって、最も剛性の高い処置具挿通チャン
ネル２４はライトガイド２０とケーブル２１とが一本化されて、一体に動くことになる。
このために、剛体である処置具挿通チャンネル２４と脆弱部材であるライトガイド２０，
ケーブル２１との間が相対移動することはない。
【００３０】
　軟性部２ａの内部では、枢支ピン３１のような剛体部材が突出するように設けられては
おらず、湾曲部２ｂ内のように、集合挿通部材２７が枢支ピン３１による圧迫を受けるこ
とはないが、４本の操作ワイヤ３３はそれぞれ密着コイル３５内に挿通されている。しか
しながら、集合挿通部材２７の外面は滑りの良い部材である可撓性スリーブ２６であり、
また内部では脆弱なライトガイド２０やケーブル２１は処置具挿通チャンネル２４と一体
化されていることから、他の挿通部材と絡まり合ったり、挟み込まれたりするおそれはな
く、これらは有効に保護される。
【００３１】
　可撓性スリーブ２６により一本化されるのは、湾曲部２ｂ内では必須とするが、軟性部
２ａ内では、各挿通部材の動きが少なく、ライトガイド２０やケーブル２１にそれほど大
きな押圧力や圧迫力等が作用することがないことから、この軟性部２ａの内部では必ずし
も一本化する必要はないが、他の部材との絡まり合いや挟み込みを防止するために、可撓
性スリーブ２６を軟性部２ａ内に延在させるのが望ましい。ただし、本体操作部１の内部
においては、処置具挿通チャンネル２４は処置具導入部６に接続されるのに対して、ライ
トガイド２０やケーブル２１はユニバーサルコード３内に延在されるので、少なくとも本
体操作部１の内部では可撓性スリーブ２６を設けない。
【００３２】
　図３に示した構成では、処置具挿通チャンネル２４と一体化した挿通部材としては、ラ
イトガイド２０及びケーブル２１としたが、特に曲げ角度の大きい湾曲部２ｂ内では、図
６に示したように、ライトガイド２０及びケーブル２１はもとより、送水チューブ２２及
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び送気チューブ２３も可撓性スリーブ２６Ａ内に挿通させて集合挿通部材２７Ａとして構
成とすることもできる。なお、図６の構成では、ジェット噴射通路を構成する噴射液供給
チューブ２５を設けない構成としているが、噴射液供給チューブ２５を設ける場合には、
これも可撓性スリーブ２６Ａ内に挿通させるようにしても良く、また噴射液供給チューブ
２５は一本化しないようにすることもできる。そして、可撓性スリーブ２６Ａは軟性部２
ａ内に延在させても良く、また湾曲部２ｂ内に限定するように構成しても良い。
【００３３】
　内視鏡の挿入部１に挿通されている挿通部材は、以上に加えて、図７及び図８に示した
ように、フレキシブルシャフト３６，バルーン送気管路３７等がある。フレキシブルシャ
フト３６は、対物レンズとして、例えばズームレンズを設けている場合、このズームレン
ズを遠隔操作によって光軸方向に移動させる機構を必要とする。このズームレンズの駆動
手段として、例えばカムが先端硬質部２ｃに設けられ、このカムを遠隔操作で回転駆動す
るために、フレキシブルシャフト３６が設ける構成としたものがある。また、挿入部２の
先端硬質部２ｃ等にバルーンが装着されている場合、このバルーンを膨出させるためのバ
ルーン送気管路３７が挿通される。ライトガイド２０とケーブル２１とが処置具挿通チャ
ンネル２４と共に可撓性スリーブ２６Ｂ内に挿通されて、集合挿通部材２７Ｂを構成して
いる場合に、送水チューブ２２，送気チューブ２３，噴射液供給チューブ２５と共にこれ
らフレキシブルシャフト３６やバルーン送気管路３７を可撓性スリーブ２６Ｂの周囲に分
散させて配置する。これによって、挿入部２の内部スペースを有効に活用することができ
る。また、これらは送水チューブ２２や送気チューブ２３と共に集合挿通部材２７Ｂを挿
入部２内でセンタリングするためのスペーサ機能を発揮させることができる。
【００３４】
　照明窓１０は観察窓１１の両側に設けられる関係から、ライトガイド２０は２本設けて
いるが、ライトガイド２０を１本にまとめるように構成することもできる。また、図９に
示したように、ライトガイド２０を２本とし、またケーブル２１を分割して２本の分割ケ
ーブル２１ａ，２１ａとして、処置具挿通チャンネル２４の上部側において、一方のライ
トガイド２０と分割ケーブル２１ａと、他方のライトガイド２０と分割ケーブル２１ａと
密着させて、上部位置の枢支ピン３１と左側の枢支ピン３１との間と、枢支ピン３１と右
側の枢支ピン３１との間の位置に配置することも可能である。そして、可撓性スリーブ２
６Ｃとしては、熱収縮チューブを用いて、処置具挿通チャンネル２４の外面に密着させる
ようにして、集合挿通部材２７Ｃを構成することができる。このように構成すると、脆弱
なライトガイド２０及び分割ケーブル２１ａはいずれの枢支ピン３１にも押し付けられる
ことがなく、それらの保護がより確実なものとなる。
【００３５】
　さらに、図１０に示したように、集合挿通部材として、処置具挿通チャンネル２４とラ
イトガイド２０及びケーブル２１を一体化させるに当って、マルチルーメンチューブ４０
を用いることもできる。即ち、マルチルーメンチューブ４０は処置具挿通チャンネル２４
を挿通させる通路４１ａと、ライトガイド２０，２０を挿通させる通路４１ｂ，４１ｂと
、ケーブル２１を挿通させる通路４１ｃとを有する。このマルチルーメンチューブ４０は
湾曲部２ｂの内部に限定して設け、軟性部２ａ内では、前述した各部材を独立して挿通さ
せるのが、挿入部２における軟性部２ａの曲げ特性を良好に保持するために望ましい。
【図面の簡単な説明】
【００３６】
【図１】本発明の実施の一形態を示す内視鏡の全体構成図である。
【図２】挿入部の先端面の構成説明図である。
【図３】図１のＸ－Ｘ断面図である。
【図４】湾曲部の縦断面図である。
【図５】図１のＹ－Ｙ断面図である。
【図６】本発明の第２の実施の形態を示す図３と同様の断面図である。
【図７】本発明の第３の実施の形態を示す図３と同様の断面図である。
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【図８】本発明の第３の実施の形態を示す図５と同様の断面図である。
【図９】本発明の第４の実施の形態を示す図３と同様の断面図である。
【図１０】本発明の第５の実施の形態を示す図３と同様の断面図である。
【符号の説明】
【００３７】
１　本体操作部　　　　　　　　　　　２　挿入部
２ａ　軟性部　　　　　　　　　　　　２ｂ　湾曲部
２ｃ　先端硬質部　　　　　　　　　　１０　照明窓
１１　観察窓　　　　　　　　　　　　１２　噴射ノズル
１３　処置具導出口　　　　　　　　　２０　ライトガイド
２１　ケーブル　　　　　　　　　　　２２　送水チューブ
２３　送気チューブ　　　　　　　　　２４処置具挿通チャンネル
２６，２６Ａ，２６Ｂ，２６Ｃ　可撓性スリーブ
２７，２７Ａ，２７Ｂ，２７Ｃ　集合挿通部材
３１　枢支ピン　　　　　　　　　　　３３　操作ワイヤ
３４　ワイヤ挿通孔　　　　　　　　　３５　密着コイル
４０　マルチルーメンチューブ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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